
令 和 ２ 年 度 豊 川 市 下 水 道 事 業 会 計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ）





第３８号議案 

令和２年度豊川市下水道事業会計補正予算（第１号） 

（総  則） 

第１条 令和２年度下水道事業会計の補正予算（第１号）は、次に定めるところによ 

る。 

（収益的支出の補正) 

第２条 令和２年度下水道事業会計予算（以下「予算」という。）第３条に定めた収益的

支出の予定額を次のとおり補正する。 

支          出 

款 項 既決予定額 補正予定額 計 

１ 下 水 道 事 業 費 用 

 １ 営 業 費 用 

千円 

3,979,767 

3,763,142 

千円 

28,000 

28,000 

千円 

4,007,767 

3,791,142 

（資本的収入及び支出の補正) 

第３条 予算第４条本文括弧書を「資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額

1,609,555 千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 91,006 千円、引

継金 14,458 千円、過年度分損益勘定留保資金 106,699 千円、当年度分損益勘定留保資

金 1,221,637 千円、繰越利益剰余金処分額 173,943 千円及び当年度利益剰余金処分額

1,812 千円で補てんするものとする。」に改め、資本的収入及び支出の予定額を次の

とおり補正する。 

収 入 

款 項 既決予定額 補正予定額 計 

１ 資 本 的 収 入 

１ 企 業 債 

２ 負担金及び分担金 

５ 補 助 金 

千円 

1,918,804 

1,351,800 

42,837 

445,286 

千円 

147,641 

88,700 

5,941 

53,000 

千円 

2,066,445 

1,440,500 

48,778 

498,286 
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支 出 

款 項 既決予定額 補正予定額 計 

１ 資 本 的 支 出 

 １ 建 設 改 良 費 

千円 

3,527,689 

2,110,579 

千円 

148,311 

148,311 

千円 

3,676,000 

2,258,890 

（企業債の補正） 

第４条 予算第５条で定めた企業債の変更は、「第１表 企業債補正」による。 

（利益剰余金の処分の補正) 

第５条 予算第１０条本文を「繰越利益剰余金 214,047 千円のうち、173,943 千円及び

当年度利益剰余金 211,095 千円のうち、1,812 千円は、次のとおり処分するものと定

める。」に改め、利益剰余金の処分の予定額を次のとおり補正する。 

項 目 既決予定額 補正予定額 計 

（1）減 債 積 立 金

千円 

299,241 

千円 

△123,486

千円 

175,755 

令和３年３月２４日提出 

豊川市長 竹 本 幸 夫 
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第 １ 表　企業債補正

千円

計 1,351,800

起 債 の 方 法 利　 　率
起　債　の　目　的

限　 度　 額

下 水 道 事 業 費 1,351,800
普 通 貸 借

又  は
証 券 発 行

年4.0以内（た
だし、利率見直し
方式で借り入れる
場合、利率の見直
しを行った後にお
いては、当該利率
見直し後の利率）

　補　 　正　

％
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償還の方法

同　前

1,440,500

 　前

償　還　の　方　法 限　度　額 起債の方法

千円

1,440,500 同　前

利　　率

政府資金についてはその
融資条件により、銀行その
他の場合にはその債権者と
協定する条件による。ただ
し、企業財政の都合によ
り、据置期間及び償還期間
を短縮し、又は繰上償還
し、若しくは低利債に借換
えすることができる。

同　前

補　 　正　 　後

％
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令和２年度豊川市下水道事業会計補正予算（第１号）に関する説明書
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令和２年度豊川市下水道事業会計補正予算実施計画

収益的支出

款 項 目 既決予定額 補正予定額 計 備  考

1 下水道事業 

費 用 

千円 

3,979,767 

千円 

28,000 

千円 

4,007,767 

1 営業費用
3,763,142 28,000 3,791,142 

6 流 域 

 下 水 道 費
869,903 28,000 897,903 追 加
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資本的収入及び支出 

収 入 

款 項 目 既決予定額 補正予定額 計 備  考 

1 資本的収入 
  千円 

1,918,804 

千円 

147,641 

千円 

2,066,445 

 

 

 
1 企 業 債 

 

 

1,351,800 88,700 1,440,500 
 

 
1 下 水 道 

事 業 債 

1,351,800 88,700 1,440,500 追 加 

2 負担金及び 

分 担 金 

 

 42,837 5,941 48,778  

2 分 担 金 13,563 5,941 19,504 追 加 

5 補 助 金 

  445,286 53,000 498,286  

 
1 国 庫 (県 ) 

 補 助 金 
445,286 53,000 498,286 追 加 

支 出 

款 項 目 既決予定額 補正予定額 計 備  考 

1 資本的支出 
  千円 

3,527,689 

千円 

148,311 

千円 

3,676,000 

 

 1 建設改良費 

 

 

2,110,579 148,311 2,258,890 
 

 
1 公共下水道 

汚 水 管 渠 

整 備 費 

1,123,899 29,000 1,152,899 追 加 

 
2 特 定 環 境 

保 全 公 共 

下 水 道 

汚 水 管 渠 

整 備 費 

637,751 119,311 757,062 追 加 
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令和２年度豊川市下水道事業予定キャッシュ・フロー計算書 

（令和 2 年 4 月 1 日から令和 3 年 3 月 31 日まで） 

（単位 千円） 

１ 業務活動によるキャッシュ・フロー  

 当年度純利益 

減価償却費 

固定資産除却費 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 

賞与引当金の増減額（△は減少） 

法定福利費引当金の増減額（△は減少） 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 

長期前受金戻入額 

受取利息 

支払利息 

有形固定資産売却損 

有形固定資産売却益 

未収金の増減額（△は増加） 

未払金の増減額（△は減少） 

小計 

利息の受取額 

利息の支払額 

業務活動によるキャッシュ・フロー 

 

211,095 

2,448,712 

4,980 

596 

△ 8,359 

△ 1,536 

7,842 

△ 1,232,055 

△ 2 

204,121 

2 

△ 2 

39,316 

 △ 527,272 

1,147,438 

2 

△ 204,121 

943,319 

２ 投資活動によるキャッシュ・フロー  

 有形固定資産及び無形固定資産の取得による支出 

有形固定資産の売却による収入 

国庫補助金等による収入 

一般会計又は他の特別会計からの繰入金による収入 

受益者負担金等収入 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

 

△ 1,925,188 

47 

364,796 

10,508 

35,094 

△ 1,514,743 

３ 財務活動によるキャッシュ・フロー  

 建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入 

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出 

一般会計又は他の特別会計からの繰入金による収入 

財務活動によるキャッシュ・フロー 

 

1,351,800 

△ 1,417,110 

66,002 

692 

資金増加額（又は減少額） 

資金期首残高 

資金期末残高 

△ 570,732 

767,811 

197,079 
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１

(1)

イ 401,231

ロ 61,180

△ 8,833 52,347

ハ 66,870,768

△ 4,391,122 62,479,646

ニ 691,139

△ 182,781 508,358

ホ 4,673

△ 2,353 2,320

ヘ 4,919

△ 874 4,045

ト 0

63,447,947

(2)

イ 283

ロ 2,630,799

2,631,082

(3)

イ 3,223

3,223

66,082,252

投資その他資産合計

固 定 資 産 合 計

建 設 仮 勘 定

有形固定資産合計

無 形 固 定 資 産

施 設 利 用 権

出 資 金

投資その他資産

無形固定資産合計

電 話 加 入 権

減 価 償 却 累 計 額

工具器具及び備品

減 価 償 却 累 計 額

減 価 償 却 累 計 額

車 両 及 び 運 搬 具

機 械 及 び 装 置

令和２年度豊川市下水道事業予定貸借対照表（当年度分）

（令和 3年03月31日）

（単位　千円）

資　産　の　部

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

土 地

建 物

減 価 償 却 累 計 額

構 築 物

減 価 償 却 累 計 額
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２

(1) 197,079

(2) 244,538

3,933 240,605

437,684

66,519,936

３

(1)

イ
・ 20,691,935

20,691,935

(2)

イ 18,476

18,476

20,710,411

４

(1)

イ
・ 1,442,802

1,442,802

(2) 139,399

(3)

イ 16,630

ロ 3,139

19,769

(4) 3,956

1,605,926流 動 負 債 合 計

流 動 負 債

企 業 債

建設改良費等の財源
に充てるための企業債

企 業 債 合 計

未 払 金

引 当 金

賞 与 引 当 金

法定福利費引当金

引 当 金 合 計

その他流動負債

固 定 負 債 合 計

資 産 合 計

負　債　の　部

固 定 負 債

企 業 債

建設改良費等の財源
に充てるための企業債

企 業 債 合 計

引 当 金

退 職 給 付 引 当 金

引 当 金 合 計

流 動 資 産 合 計

流 動 資 産

△

現 金 預 金

未 収 金

貸 倒 引 当 金
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５

(1) 34,097,683

2,449,174

31,648,509

53,964,846

６ 11,832,031

７

(1)

イ 165,145

ロ 89,097

ハ 36,324

290,566

(2)

イ 7,351

ロ 425,142

432,493

723,059

12,555,090

66,519,936負 債 資 本 合 計

国 庫 補 助 金

資 本 剰 余 金 合 計

利 益 剰 余 金

減 債 積 立 金

当年度未処分利益剰余金

利 益 剰 余 金 合 計

剰 余 金 合 計

資 本 合 計

他 会 計 補 助 金

繰 延 収 益

長 期 前 受 金

収 益 化 累 計 額 △

繰 延 収 益 合 計

負 債 合 計

資　本　の　部

資 本 金

剰 余 金

資 本 剰 余 金

受 贈 財 産 評 価 額
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注記 

 

Ⅰ．重要な会計方針 

 １ 固定資産の減価償却方法 

(1) 有形固定資産 

  ・減価償却の方法 定額法 

  ・主な耐用年数 

建物         18～50 年 

構築物        10～50 年 

機械及び装置     10～30 年 

車両及び運搬具      4～6 年 

工具、器具及び備品   4～15 年 

  (2) 無形固定資産 

・減価償却の方法 定額法  45 年 

 ２ 引当金の計上方法 

(1) 退職給付引当金 

職員の退職手当の支給に備えるため、当事業年度末における退職手当

の要支給額に相当する金額を計上している。なお、計上額は「退職手当

に係る負担金の取扱いに関する確認書」に基づき、下水道事業会計が負

担すべき退職手当の総額としている。 

(2) 賞与引当金 

職員の期末手当及び勤勉手当の支給に備えるため、当事業年度末にお

ける支給見込額に基づき、当事業年度の負担に属する額を計上している。 

(3) 法定福利費引当金 

職員の期末手当及び勤勉手当の支給に係る法定福利費の支払いに備 

えるため、当事業年度末における支給見込額に基づき、当事業年度の負

担に属する額を計上している。 

(4) 貸倒引当金 

債権の不納欠損による損失に備えるため、実績率等による回収不能見

込額を計上している。 

 ３ 消費税及び地方消費税の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。 
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Ⅱ．予定貸借対照表等関連 

１ 企業債の償還に係る他会計の負担 

貸借対照表に計上されている企業債（当該年度末日の翌日から起算して

１年内に償還予定のものも含む。）のうち、他会計が負担すると見込まれる

額は、8,417,390 千円である。 

２ 引当金の取り崩し 

(1) 賞与引当金の取り崩し

当事業年度において、６月の期末手当及び勤勉手当支給のため、賞与

引当金 17,339 千円を取り崩すこととする。 

(2) 法定福利費引当金の取り崩し

当事業年度において、６月の期末手当及び勤勉手当支給に係る法定福

利費の支払いのため、法定福利費引当金 3,248 千円を取り崩すこととす

る。 

(3) 貸倒引当金の取り崩し

当事業年度において、不納欠損による損失を計上する予定であるため、

貸倒引当金 3,338 千円を取り崩すこととする。 

Ⅲ. セグメント情報の開示 

１ 報告セグメントの概要 

豊川市下水道事業会計は、公共下水道事業及び農業集落排水事業を運営

しており、各事業で運営方針等を決定していることから、公共下水道事業

及び農業集落排水事業の２つを報告セグメントとしている。 

２ 報告セグメントごとの営業収益等 

（令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで）

（単位 千円）

項目 公共下水道事業
農 業 集 落 

排 水 事 業
合 計

営業収益 2,636,547 72,937 2,709,484 

営業費用 3,533,449 150,691 3,684,140 

営業損益 △896,902 △77,754 △974,656

経常損益 71,543 12,575 84,118 

セグメント資産 64,618,230 1,901,706 66,519,936 

－ 16 －



項目 公共下水道事業 
農 業 集 落 

排 水 事 業 
合 計

セグメント負債 52,266,017 1,698,829 53,964,846 

その他の項目

他会計繰入金 704,191 73,179 777,370 

減価償却費 2,350,810 97,902 2,448,712 

特別利益 127,705 3 127,708 

特別損失 728 3 731 

固定資産増加額 1,910,528 18,751 1,929,279 
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令和２年度豊川市下水道事業会計補正予算説明書

収益的支出

款 項 目 節 既決予定額 補正予定額 計 説 明 

1 下水道事業 

費 用 

千円 

3,979,767 

千円 

28,000 

千円 

4,007,767 

1 営業費用 
3,763,142 28,000 3,791,142 

6 流 域 

下水道費 
869,903 28,000 897,903 

23 負 担 金 869,903 28,000 897,903 追 加 

合 計 3,979,767 28,000 4,007,767
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資本的収入及び支出 

収 入

款 項 目 節 既決予定額 補正予定額 計 説 明 

1 資 本 的 

収 入 

千円 

1,918,804 

千円 

147,641 

千円 

2,066,445 

1 企 業 債 
1,351,800 88,700 1,440,500 

1 下 水 道 

事 業 債 
1,351,800 88,700 1,440,500 

1  公共下水 

道事業債 
1,250,700 88,700 1,339,400 追 加 

2 負担金及び 

分 担 金 
42,837 5,941 48,778 

2 分 担 金 
13,563 5,941 19,504 

1  分 担 金 13,563 5,941 19,504 追 加 

5 補 助 金 
445,286 53,000 498,286 

1 国庫（県） 

補 助 金 
445,286 53,000 498,286 

1  国 庫 

補 助 金 
445,286 53,000 498,286 追 加 

合 計 1,918,804 147,641 2,066,445

支 出

款 項 目 節 既決予定額 補正予定額 計 説 明 

1 資 本 的 

支 出 

千円 

3,527,689 

千円 

148,311 

千円 

3,676,000 

1 建設改良費 
2,110,579 148,311 2,258,890 

1 公共下水道 

汚水管渠 

整 備 費 

1,123,899 29,000 1,152,899 

21 工 事 

請 負 費 
1,012,009 29,000 1,041,009 追 加 

2 特定環境 

保全公共 

下 水 道 

汚水管渠 

整 備 費 

637,751 119,311 757,062 

13 委 託 料 37,669 40,461 78,130 追 加 

21 工 事 

請 負 費 
538,086 78,850 616,936 追 加 

合 計 3,527,689 148,311 3,676,000
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